
3 ２組のデータの解析
3.3 分散の違いの検定
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テキスト
芳賀敏郎（2011）医薬品開発のための統計解析

第１部 基礎 改訂版、サイエンティスト社、p.275

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　テキストとして、芳賀敏郎著　「医薬品開発のための統計解析　第１部　基礎　改訂版」　を使用します。




第１部 基礎

1. 統計の基礎・・・・・1.1宝くじの期待値と分散、1.2 サイコロの目の数の期待値と分散
1.3 分散の加法性・中心極限定理・正規分布、1.4 統計的推測、1.5 モデル

2. １組のデータの解析 2.1 データの特徴の記述、2.2 データのグラフ表示と外れ値
2.3対数変換と対数正規分布、2.4 平均に関する推測（母標準偏差 σ既知）
2.5 分散に関する推測、2.6 平均に関する推測（母標準偏差 σ未知）

3. ２組のデータの解析 3.1 データのグラフ化、3.2 平均値の差の t 検定、3.3 分散の違いの検定
3.4 分散が異なる場合の平均値の差の比較
3.5 対応のある場合の平均値の差の t検定、3.6 検出力と n の決め方
3.7 ノンパラメトリック検定

4. 相関・回帰・・・・・4.1 散布図、4.2 相関係数、4.3回帰モデルとモデルの推定
4.4 誤差を考慮した推定、4.5 回帰分析適用上の諸問題
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　本章では、２組のデータの解析を取り上げます。
　本節では、分散の違いの検定を取り上げます。



3.3 分散の違いの検定

（1）F 検定
（2）Leveneの検定
（3）JMPによる等分散の検定

使用するファイル
Excelファイル「基本改3.xls」
JMP ファイル「3-2群1.jmp」
サイエンティスト社ホームページからダウンロード

JMP 10.0.2 の出力を表示
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テキストの
該当ページ

p.141

★プレゼンテーションの
スピーカーノートを、
PDF の注釈に変換してあります

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　テキストの 141 頁を開いてください。テキストの該当ページは右上に示してあります。　
　ここでは、「分散の違いの検定」を解説します。
　使用する Excel ファイル、JMP ファイルは、サイエンティスト社のホームページからダウンロードしてください。
　なお、JMP 10.0.2 を用いた結果の出力を表示しています。




はじめに

本節の内容
ばらつきの違い

前節（§ 3.2）では、２群の母集団が正規分布に従い、
その母分散が等しい（等分散）という前提で平均値を比較

現実のデータでは、この条件がいつも成立するとは限らない
ばらつきに違いが生じたこと自体が重要な意味をもつ場合もある

２つの分散に違いがあるかどうかの検定
分散の違いの検定、等分散の検定、等分散性の検定

F 検定
Leveneの検定（レビン、ルビーン、レビーン、ルベーン、レーベン、リーベン）
Brown-Forsytheの検定（補足）
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Howard Levene (1960)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　前節では、２群の母集団が正規分布に従い、その母分散が等しい、つまり等分散という前提で平均値を比較しました。しかし、現実のデータでは、この条件がいつも成立するとは限りません。ばらつきに違いが生じたこと自体が重要な意味をもつ場合もあります。
　そこで、ここでは２群の分散に違いがあるかどうかの検定を取り上げます。「分散の違いの差の検定」の他に、「等分散の検定」、「等分散性の検定」などといわれます。手法はいくつかありますが、ここでは F 検定と Levene の検定を取り上げます。さらに、Brown-Forsythe の検定を補足します。
　Levene の読み方は、テキストでは「レビン」となっています。そのほか、「ルビーン」、「レビーン」、「レーベン」などの記載が見られます。ルビーンの場合が多いかもしれません。この検定方法は、Howard Levene が 1960年に発表しました。AI に尋ねると「リーヴィーン」「レヴィーン」のように聞こえます。

https://mkkmkk.com/wp-content/uploads/Green1-3-2.pdf


はじめに

本節の内容
ばらつきの違い

前節（§ 3.2）では、２群の母集団が正規分布に従い、
その母分散が等しい（等分散）という前提で平均値を比較

現実のデータでは、この条件がいつも成立するとは限らない
ばらつきに違いが生じたこと自体が重要な意味をもつ場合もある

２つの分散に違いがあるかどうかの検定
分散の違いの検定、等分散の検定、等分散性の検定

F 検定
Leveneの検定（レビン、ルビーン、レビーン、ルベーン、レーベン、リーベン）
Brown-Forsytheの検定（補足）
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Howard Levene (1960)

一般的には「分散の差の検定」
F 検定は分散の「比」が検定統計量、
「差」は違いという意味、引き算した「差」ではない
Levene、Brown-Forsythe は t 検定を応用
引き算した「差」といえるかもしれない

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　なお、「分散の違いの検定」ではなく、一般には「分散の差の検定」かもしれません。
　F 検定の場合、分散の「比」が統計検定量であり、引き算した「差」ではありません。ここでの「差」は「違い」という意味です。
　Levene の検定、Brown-Forsythe の検定では、t 検定を応用しているので、引き算した「差」が検定統計量といえるかもしれません。
　これらのことから、ここでは「分散の違いの検定」としています。


https://mkkmkk.com/wp-content/uploads/Green1-3-2.pdf


対照群 投与群
1 153 153
2 153 146
3 152 138
4 156 152
5 158 140
6 151 146
7 151 156
8 150 142
9 147

分子の自由度 9 10 153
分母の自由度 7 n 8 10
F 比 4.997 平均 153.0 147.3
上側 p 値 0.023 平方和 52.0 334.1
下側 p 値 0.977 自由度 7 9
両側 p 値 0.045 平均平方 7.43 37.12

はじめに

解析するデータ
Excel ファイル「基礎改3.xls」を読み込み、
名前ボックスから「表示3.3.1」（Fig33_01）を選択

前々節の表示 3.1.1、前節の表示 3.2.1 と同じデータ
薬効薬理試験で、対照群と投与群のラットの体重を測定
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表示 3.3.1 分散の違いの検定

２群の
ラットの体重

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　Excel ファイル「基礎改3.xls」を読み込み、名前ボックスから「表示3.3.1」（Fig33_01）を選択して表示させます（操作）。
　表示3.3.1 のデータは、前々節の表示 3.1.1、前節の表示 3.2.1 と同じで、薬効薬理試験において対照群と投与群のラットの体重を測定したデータです。




対照群 投与群
1 153 153
2 153 146
3 152 138
4 156 152
5 158 140
6 151 146
7 151 156
8 150 142
9 147

分子の自由度 9 10 153
分母の自由度 7 n 8 10
F 比 4.997 平均 153.0 147.3
上側 p 値 0.023 平方和 52.0 334.1
下側 p 値 0.977 自由度 7 9
両側 p 値 0.045 平均平方 7.43 37.12

はじめに

解析するデータと統計手法
２群の間で、分散に違いがあるか統計的に解析
２群のサンプルサイズは小さい（この例では 𝑛𝑛1 = 8, 𝑛𝑛2 = 10）
２群は、それぞれの母集団から独立して得られている

F 検定 ・・・・・・母集団は正規分布に従うと考える
Levene の検定・・・母集団の正規性からの逸脱に対して頑健

外れ値の影響を受け難い
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表示 3.1.4
（前々節）

２群の体重の間で
ばらつきを比較

（違いがありそう）

表示 3.3.1 分散の違いの検定

サンプルの 𝑉𝑉1, 𝑉𝑉2
母分散の推定値

２群の
ラットの体重

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　表示 3.3.1 のブルー枠で示した平均平方 V(1)、V(2) が母分散の推定値になります。74.3 と 37.12 です。この分散の違いを統計的に解析します。
　このグラフは、前々節の表示3.1.4 で描いた箱ひげ図です。前節では、対照群と投与群の２群のラットの体重について、平均値に違いがあるか統計的に解析する方法を説明しました。今回はこのばらつきを比較します。ばらつきに違いがありそうです。
　このデータの特徴として、２群のサンプルサイズは小さく、だいたい 10 前後です。前章のようにヒストグラムが描けるような、サンプルサイズが 40 もあるようなデータではありません。
　２群は、それぞれの母集団から独立して得られています。この母集団が正規分布に従うと考えて行う方法が F 検定です。一方、Levene の方法は正規性からの逸脱に対して頑健です。また、外れ値の影響を受けにくいという特徴があります。



解析するデータ

サンプル２
𝑥𝑥2𝑖𝑖 𝑖𝑖 = 1 …𝑛𝑛2

はじめに
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母集団１
（対照群）

N 𝜇𝜇1, 𝜎𝜎12

サンプル１
𝑥𝑥1𝑖𝑖 𝑖𝑖 = 1 …𝑛𝑛1

母集団２
（投与群）

N 𝜇𝜇2, 𝜎𝜎22

p.141

２つの母集団から得られるサンプルに基づき、
それぞれの母分散 𝜎𝜎12 と𝜎𝜎22に違いがあるか
統計的に解析する

母集団１と母集団２は独立

𝜎𝜎12 vs 𝜎𝜎22

の推測

F 検定 ・・・・・・母集団は正規分布に従う
Levene の検定・・・母集団の正規性からの

逸脱に対して頑健
外れ値の影響を受け難い

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　テキストにはありませんが、模式図を示します。
　サンプル１とサンプル２があります。それぞれサイズが n(1)、n(2)です。それぞれのサンプルの母集団を母集団１（対照群）、母集団２（投与群）とします。両者は独立しています。
　２つの母集団から得たサンプルに基づき、それぞれの母集団の母分散 シグマ(1)^2 と シグマ(2)^2 に違いがあるか、統計的に解析します。
　F 検定では、母集団が正規分布に従うことを前提にしていますが、Levene の検定では、正規性からの逸脱に対して頑健で、外れ値の影響を受けにくいという特徴があります。




（1） F 検定
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　ますはじめに、F 検定です。



対照群 投与群
1 153 153
2 153 146
3 152 138
4 156 152
5 158 140
6 151 146
7 151 156
8 150 142
9 147

分子の自由度 9 10 153
分母の自由度 7 n 8 10
F 比 4.997 平均 153.0 147.3
上側 p 値 0.023 平方和 52.0 334.1
下側 p 値 0.977 自由度 7 9
両側 p 値 0.045 平均平方 7.43 37.12

F 分布
基本統計量
対照群の基本統計量

対照群と投与群の平均平方（母分散の推定値）
 

p.141
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表示 3.3.1 分散の違いの検定

𝑛𝑛1 = 8  𝑥𝑥1𝑖𝑖 𝑖𝑖 = 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8

𝑥̅𝑥1･ = �
𝑖𝑖=1

𝑛𝑛1

⁄𝑥𝑥1𝑖𝑖 𝑛𝑛1 = �
𝑖𝑖=1

8

⁄𝑥𝑥1𝑖𝑖 8 = 153.0

𝑆𝑆1 = �
𝑖𝑖=1

𝑛𝑛1

𝑥𝑥1𝑖𝑖 − 𝑥̅𝑥1� 2 = �
𝑖𝑖=1
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𝑥𝑥1𝑖𝑖 − 153.0 2 = 52.0

𝜈𝜈1 = 𝑛𝑛1 − 1 = 8 − 1 = 7

𝑉𝑉1 = ⁄𝑆𝑆1 𝜈𝜈1 = ⁄52.0 7 = 7.43
𝑉𝑉2 = ⁄𝑆𝑆2 𝜈𝜈2 = ⁄334.1 9 = 37.12

サンプルの 𝑉𝑉1, 𝑉𝑉2
母分散の推定値

推定される
母分散を比較

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　表示 3.3.1 には、基本統計量が計算してあります。�　対照群を例に確認します。サンプルサイズは n(1)=８、平均は x(1)-bar=153.0、平方和は S(1)=52.0、自由度は ニュー(1)=7 です。投与群も同様に算出されています。
　平均平方は、平方和を自由度で割って得られます。この場合は母分散の推定値です。対照群の平均平方は V(1)=7.43、投与群の平均平方は V(2)=37.12 です。これから推定される母分散の違いを統計的に比較します。



対照群 投与群
1 153 153
2 153 146
3 152 138
4 156 152
5 158 140
6 151 146
7 151 156
8 150 142
9 147

分子の自由度 9 10 153
分母の自由度 7 n 8 10
F 比 4.997 平均 153.0 147.3
上側 p 値 0.023 平方和 52.0 334.1
下側 p 値 0.977 自由度 7 9
両側 p 値 0.045 平均平方 7.43 37.12

F 分布
 F比

２群の平均平方 V1、V2 とその F比

２群の母分散が等しければ（H0 : σ1
2=σ2

2）
２つの平均平方の比（ F比）は１前後になるはず
帰無仮説が正しい場合、F 比が従う分布から
F = 4.997以上になる確率を算出して、仮説検定を行う
 F比が従う分布を F分布という
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𝑉𝑉1 =
𝑆𝑆1
𝜈𝜈1

=
52.0

7
= 7.43

𝑉𝑉2 =
𝑆𝑆2
𝜈𝜈2

=
37.12

9
= 37.13

𝐹𝐹 =
𝑉𝑉2
𝑉𝑉1

=
37.13
7.43

= 4.997

p.141

(3.3.1)

表示 3.3.1 分散の違いの検定

サンプルの 𝑉𝑉1, 𝑉𝑉2
母分散の推定値

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　２群の平方和 S(1), S(2)，それらの自由度ニュー(1), ニュー(2) から，２群の平均平方 V(1), V(2) を計算しました。この 2 つの平均平方の比を計算します。これを F 比、F 値といいます。この式を 式(3.3.1) とします。
　仮説検定の帰無仮説として、「２群の母分散が等しい」を、H0 : シグマ(1)^2=シグマ(2)^2 と表します。このように、２群の母分散が等しければ、そこから得れるサンプルの平均平方の比、すなわち F 比は 1 前後になるはずです。実際は 4.997 でした。帰無仮説が正しい場合、F=4.997 以上になる確率を算出して、これを基に仮説検定を行います。
　この F 比が従う分布を F 分布といいます。



 F 分布の特徴
F比は平均平方（ χ2分布に従う、 § 2.5）の比
F分布は分母の自由度と分子の自由度によって変化する
自由度が大きくなると、平均平方のばらつきは小さくなる
F分布のばらつきは、分母・分子の自由度が大きくなると小さくなる
分母・分子の自由度によって，F比のばらつきはかなり異なり、F 分布の形状も異なる
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𝐹𝐹 =
𝑉𝑉2
𝑉𝑉1

=
�𝑆𝑆2 𝜈𝜈2
�𝑆𝑆1 𝜈𝜈1

0 1 2 3

1-20
2-20
3-20
10-20

0 1 2 3

5-2
5-5
5-20
5-100

表示 3.3.2 F 分布 分母の自由度 ν1を20に固定 分子の自由度 ν2を５に固定

F 分布

F F

p.142

自由度（ν2, ν1） 自由度（ν2, ν1）
確率密度

面積が確率
合計は 1

(3.3.1)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　Excelで、名前ボックスで表示3.3.2を表示します（操作）。
　自由度と F 分布の形の変化を示しています。横軸は F 値、縦軸は確率密度です。分布の面積が確率を表し、全体の面積は 1 です。
　F 分布は、F 比の分母の自由度 ニュー(1)  と分子の自由度ニュー(2) によって変化します。この平均平方のばらつきは、自由度が大きくなると小さくなります。自由度はデータ数から 1 を引いた値ですから、多くのデータから得た平均平方の方が安定しているため、ぱらつきも小さくなります。したがって，分母と分子の自由度が大きくなると F 分布のばらつきは小さくなります。しかし，分子の自由度と分母の自由度による変化はかなり異なります。
　表示 3.3.2 は複数の分布を同じグラフに表示しているので、これを分けて表示します。

https://mkkmkk.com/wp-content/uploads/Green1-2-5.pdf


 F 分布の特徴
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0 1 2 3

1-20
2-20

0 1 2 3

3-20
10-20

0 1 2 3

5-2
5-5

0 1 2 3

5-20
5-100

F 分布
表示 3.3.2 F 分布

F F

F F

p.142

分子の ν2 が小さいとき
その変化の影響は大

分子の自由度により
分布の形は大きく
変化する
カイ二乗分布と同じ
表示2.5.3（p.101）

∞

有限

分子の ν2が小さいとき
分母の ν1 の変化の影響は小

自由度
ν2分子

自由度
ν1分母

分母の自由度 ν1を20に固定 分子の自由度 ν2を５に固定

𝐹𝐹 =
𝑉𝑉2
𝑉𝑉1

=
�𝑆𝑆2 𝜈𝜈2
�𝑆𝑆1 𝜈𝜈1

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　左の上段と下段のグラフは，分母の自由度を20 に固定し，分子の自由度を 1, 2, 3, 10 と変化させた F 分布です。
　左上段のグラフで、分子の自由度が 1 と 2 のとき，カイ2乗分布と同様に，F = 0 の確率密度は無限大または有限の値となり，F 値の増加と共に減少します。
　左下段のグラフで、分子の自由度が 3 以上のときは，極値を持つ山状の曲線となります。
　分子の自由度が 1～10 と小さいとき，分子の自由度により分布の形は大きく変化します。この変化は，表示2.5.3のカイ2 乗分布の場合と同じです。
　



 F 分布の特徴
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0 1 2 3

1-20
2-20

0 1 2 3

3-20
10-20

0 1 2 3

5-2
5-5

0 1 2 3

5-20
5-100

F 分布
表示 3.3.2 F 分布

F F

F F

p.142

分子の ν2 が小さいとき
その変化の影響は大

分子の自由度により
分布の形は大きく
変化する
カイ二乗分布と同じ
表示2.5.3（p.101）

∞

有限

分子の ν2が小さいとき
分母の ν1 の変化の影響は小

自由度
ν2分子

自由度
ν1分母

分母の自由度 ν1を20に固定 分子の自由度 ν2を５に固定

𝐹𝐹 =
𝑉𝑉2
𝑉𝑉1

=
�𝑆𝑆2 𝜈𝜈2
�𝑆𝑆1 𝜈𝜈1

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　右の上段と下段のグラフは，逆に，分子の自由度を 5 に固定し，分母の自由度を変化させたも F 分布です。分子の自由度が小さいとき，分母の自由度による分布の形の変化は小さく、特に分母の自由度が20 以上ではほとんど変化しません。
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F 分布
自由度と F分布

想定しているサンプルサイズは 10 前後、ここに示した F 分布を仮説検定に利用

自由度を変えて
F分布の形を確認

下の自由度を修正すると，グラフが変化する．
f1 1 2 3 10 5 5 5 5
f2 20 20 20 20 2 5 20 100

0.0 1.0 2.0 3.0

1-20

2-20

3-20

10-20

0.0 1.0 2.0 3.0

5-2

5-5

5-20

5-100

表示 3.3.2 F 分布

自由度の
設定

p.142

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　想定しているサンプルサイズは10前後なので、ここに示した自由度に基づく F 分布を仮説検定に使うことになります。
　表示3.3.2 の下に，これらの曲線の計算表が記録されています。その上の自由度を修正すると，グラフが自動的に変化するので、グラフの変化を観察できます（操作）。



F 分布

F分布に関するExcel関数
上側確率と下側確率

Excel 2007以前：上側確率を使用
Excel 2010以降：下側確率が基本

RT の付く関数は上側確率を使用
上側 2.5% 点

 𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 0.025  、=F.INV.RT(0.025, 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2)
下側 2.5% 点

 𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 0.975  、=F.INV(0.025, 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2)

自由度
ν1：分子の自由度
ν2：分母の自由度

16

Excel 2007以前 Excel 2010以降
確率密度 F.DIST ( x, ν 1 , ν 2 ,FALSE)
下側確率 F.DIST ( x, ν 1 , ν 2 ,TRUE)
上側確率 FDIST ( x, ν 1 , ν 2 ) F.DIST.RT ( x, ν 1 , ν 2 )
下側　逆 F.INV ( p, ν 1 , ν 2 )
上側　逆 FINV ( p, ν 1 , ν 2 ) F.INV.RT ( p, ν 1 , ν 2 )

𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 𝛼𝛼

𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 0.025

上側確率
0.025

𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 0.975

下側確率
0.975

F

p.142

表示 2.6.10 Excel関数一覧表（p.114、一部）

注）x：F 値、ν1：分子自由度、ν2：分母自由度、p：確率

1,2  が式(3.3.1)と
逆の位置

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　Excel 関数の表（114 ページ）から F 分布の 関数を抜き出した表です。F 分布は、正規分布と違って、左右非対称なので、両側確率は使いません。
　Excel 2007 以前の関数は、引数（ひきすう）に上側確率を使います。FDIST 関数は、F 値 x、分子の自由度 ニュー(1)、分母の自由度 ニュー(2) の順番で引数を渡すと上側確率を返します。その逆の関数が FINV 関数で、上側パーセント点を返します。Excel 2010 以降の関数で、これに該当する関数は F.DIST.RT 関数と F.INV.RT 関数で、上側確率を使います。
　Excel 2010 以降の関数で、F.DIST 関数は、FALSE を指定すると確率密度、TRUE を指定すると下側確率を返します。F.INV 関数は下側確率を渡して下側パーセント点を返します。



F 分布

F分布に関するExcel関数
上側確率と下側確率

Excel 2007以前：上側確率を使用
Excel 2010以降：下側確率が基本

RT の付く関数は上側確率を使用
上側 2.5% 点

 𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 0.025  、=F.INV.RT(0.025, 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2)
下側 2.5% 点

 𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 0.975  、=F.INV(0.025, 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2)

自由度
ν1：分子の自由度
ν2：分母の自由度
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Excel 2007以前 Excel 2010以降
確率密度 F.DIST ( x, ν 1 , ν 2 ,FALSE)
下側確率 F.DIST ( x, ν 1 , ν 2 ,TRUE)
上側確率 FDIST ( x, ν 1 , ν 2 ) F.DIST.RT ( x, ν 1 , ν 2 )
下側　逆 F.INV ( p, ν 1 , ν 2 )
上側　逆 FINV ( p, ν 1 , ν 2 ) F.INV.RT ( p, ν 1 , ν 2 )

𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 𝛼𝛼

𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 0.025

上側確率
0.025

𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 0.975

下側確率
0.975

F

p.142

表示 2.6.10 Excel関数一覧表（p.114、一部）

注）x：F 値、ν1：分子自由度、ν2：分母自由度、p：確率

1,2  が式(3.3.1)と
逆の位置

上側確率

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　 パーセント点を F(分子の自由度、分母の自由度；上側確率) と表記します。たとえば、上側 2.5% 点は、F(分子の自由度、分母の自由度、0.025) です。これに対応する Excel 関数は F.INV.RT(0.025, 分子の自由度, 分母の自由度) で、上側パーセント点が得られます。下側 2.5% 点は、上側確率を使うので F(分子の自由度、分母の自由度; 0.975) です。これに対応する Excel 関数は F.INV.RT(0.025, 分子の自由度、分母の自由度) で下側パーセント点が得られます。
　なお、式(3.3.1) では、分母の添え字を 1、分子 の添え字を 2 としましたが、ここではその逆です。F 検定では、分母と分子をどちらにしても対応可能です。これについては、後でまとめて説明します。�



0 1 2 3 4 5 6

F分布に関するExcel関数

 

分母と分子の自由度が等しいとき
x=1の上側確率と下側確率は 0.5

18

=F.DIST(1, 6, 6, TRUE) = 0.5

F 分布

=F.DIST.RT(1, 6, 6) = 0.5

F 分布 ν1 = 6
ν2 = 6

F

p.142

Excel 2007以前 Excel 2010以降
確率密度 F.DIST ( x, ν 1 , ν 2 ,FALSE)
下側確率 F.DIST ( x, ν 1 , ν 2 ,TRUE)
上側確率 FDIST ( x, ν 1 , ν 2 ) F.DIST.RT ( x, ν 1 , ν 2 )
下側　逆 F.INV ( p, ν 1 , ν 2 )
上側　逆 FINV ( p, ν 1 , ν 2 ) F.INV.RT ( p, ν 1 , ν 2 )

表示 2.6.10 Excel関数一覧表（p.114、一部）

注）x：F 値、ν1：分子自由度、ν2：分子自由度、p：確率𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2; 𝛼𝛼

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　分母と分子の自由度が等しいとき，F=1 以上の確率と1 以下の確率が等しくなり、それぞれ 0.5 です。



F 分布（補足）

確率分布の表記の方法（上側確率、下側確率、両側確率）
テキスト等では、検定に便利なように、下側、上側、両側が便宜的に決められる

u 値（標準正規分布）：𝑢𝑢 上側確率 、 𝑢𝑢 両側確率 𝜒𝜒2値： 𝜒𝜒2 𝜈𝜈,上側確率
𝑡𝑡 値︓𝑡𝑡 𝜈𝜈,上側確率 、 𝑡𝑡 𝜈𝜈,両側確率 F値：𝐹𝐹 𝜈𝜈1, 𝜈𝜈2;上側確率

数理統計学ではすべての確率分布で下側確率を使用、新しい Excel関数も基本的に下側確率を使用
古い Excel関数では、正規分布は下側確率、その他の確率分布は上側確率を使用（p.114 参照）

19

上側 2.5%点 𝜒𝜒2 8, 0.025 = 17.53
=CHISQ.INV(0.975, 8)= 17.53

0.025

p.142

χ2 分布（𝜈𝜈 = 8 ）t 分布（𝜈𝜈 = 8 ）

⁄0.05 2
= 0.025

両側 5% 点 𝑡𝑡 8, 0.05  = 2.31
上側 2.5%点  𝑡𝑡 8, 0.025 = 2.31
=T.INV.2T(0.05, 8)=2.31

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　確率分布の標記方法について補足します。
　統計解析のテキストなどでは、検定に便利なように、上側確率、下側確率、両側確率のいずれを使うかは分布ごとに便宜的に決められます。但し書きや前後の関係で、どの確率が使われているか、判断しなくてはならない場合もあります。
　標準正規分布は左右対称なので、上側確率を使って u(上側確率) 、両側確率を使って u(両側確率) のようにして u 値を表記します。t 分布も左右対称なので、上側確率と両側確率が使われます。左側の t 分布のグラフの場合、両側確率を使うと、両側 5% 点は 2.31 で、 t(8, 0.05) と表記します。上側確率を使うと、上側 2.5% 点が 2.31 で、 t(8, 0.025) と表記します。T.INV.2T 関数は、両側確率を使って 2.31 が得られます。
　本節で取り上げている F 値は、カイ２乗値と同様に、上側確率を使います。右側に示したカイ２乗分布のグラフの場合、上側 2.5% 点は17.53で、カイ２乗(自由度, 0.025) と表記します。Excel の CHISQ.INV 関数は下側確率 0.975 を使って 17.53 が得られます。
　数理統計学では、すべての確率分布で下側確率を使います。また、新しい Excel 関数も、基本的に下側確率を使います。古い Excel 関数は、正規分布、標準正規分布、対数正規分布は下側確率、他の確率分布は上側を使うため、統一がとれていませんでした。
　



F 検定

 F検定の手順

α=0.05、両側検定の棄却限界値
F 分布の上側棄却限界値
上側 2.5%点、=F.INV.RT(0.025, 9, 7) =4.823

F 分布の下側棄却限界値
 下側 2.5% 点、=F.INV(0.025, 9, 7)=0.023

F=4.997 は棄却域に入るので帰無仮説を棄却
対立仮説を採択、２群の母分散に有意差あり

20

𝑉𝑉1 =
𝑆𝑆1
𝜈𝜈1

=
37.12

9
= 37.13

𝑉𝑉2 =
𝑆𝑆2
𝜈𝜈2

=
52.0

7
= 7.43

𝐹𝐹 =
𝑉𝑉1
𝑉𝑉2

=
37.13
7.43

= 4.997

p.142

表示 3.3.1 分散の違いの検定
対照群 投与群

1 153 153
2 153 146
3 152 138
4 156 152
5 158 140
6 151 146
7 151 156
8 150 142
9 147

分子の自由度 9 10 153
分母の自由度 7 n 8 10
F 比 4.997 平均 153.0 147.3
上側 p 値 0.023 平方和 52.0 334.1
下側 p 値 0.977 自由度 7 9
両側 p 値 0.045 平均平方 7.43 37.12

⁄𝛼𝛼 2
= 0.975 ⁄𝛼𝛼 2

= 0.025

𝐹𝐹 = 4.997𝐹𝐹 9,7; 0.025
= 4.823

𝐹𝐹 9,7; 0.975
= 0.023

F 分布
𝜈𝜈1 = 9
𝜈𝜈2 = 7

棄却域棄却域

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　表示3.3.1の例を実際に計算します。
　V(1)=7.43、V(2)=37.13、F=4.997でした。
　有意水準アルファ=0.05 の両側検定を考えます。F 値の棄却限界値を求めます。上側の棄却限界値は、上側 2.5% 点で、F.INV.RT 関数から 4.823です。下側棄却限界値は、下側 2.5% 点で、F.INV 関数から 0.023 です。グラフのグリーンの縦線で示したように、F 値の棄却域は、0.023 以下、4.823 以上です。
　F=4.997 は棄却域に入るので、帰無仮説を棄却、対立仮説を採択して、2群のばらつきに有意差があると結論づけます。




F 検定

 F検定の手順

F=4.997 の下側確率
=F.DIST(4.997, 9, 7, TRUE) = 0.977

F=4.997 の上側確率
=F.DIST.RT(4.997, 9, 7, TRUE) = 0.023

 0.023 < ⁄0.025 = 𝛼𝛼 2
両側 p 値 ↓ 2倍

 𝑝𝑝 = 0.046 < 0.05 = 𝛼𝛼 （α=0.05、両側検定）
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𝑉𝑉1 =
𝑆𝑆1
𝜈𝜈1

=
37.12

9
= 37.13

𝑉𝑉2 =
𝑆𝑆2
𝜈𝜈2

=
52.0

7
= 7.43

𝐹𝐹 =
𝑉𝑉1
𝑉𝑉2

=
37.13
7.43

= 4.997

p.142

表示 3.3.1 分散の違いの検定
対照群 投与群

1 153 153
2 153 146
3 152 138
4 156 152
5 158 140
6 151 146
7 151 156
8 150 142
9 147

分子の自由度 9 10 153
分母の自由度 7 n 8 10
F 比 4.997 平均 153.0 147.3
上側 p 値 0.023 平方和 52.0 334.1
下側 p 値 0.977 自由度 7 9
両側 p 値 0.045 平均平方 7.43 37.12

𝐹𝐹 = 4.997𝐹𝐹 9,7; 0.025
= 4.997

𝐹𝐹 9,7; 0.975
= 0.238

F 分布
𝜈𝜈1 = 9
𝜈𝜈2 = 7

⁄𝛼𝛼 2
= 0.975 ⁄𝛼𝛼 2

= 0.025

棄却域棄却域

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　両側 p 値から有意であるか否かの判断をします。
　得られた F 値 4.997 の下側確率は 0.977、上側確率は 0.023 です。前のスライドで、F 値と上側の棄却限界値と比較したので、上側確率を使います。すなわち、下側確率と上側確率のうち小さい方の確率を使います。
　上側確率 0.023 はアルファ/2=0.025 よりも小さいので有意です。両者を 2 倍して、0.046 はアルファ=0.05 よりも小さいので有意と判断できます。この 2 倍した p 値 0.046 を両側 p 値として、有意水準 アルファ=0.05 と比較します。
　したがって、有意水準 0.05 で２群のばらつきに有意差があるという結果です。アルアァ=0.05 の両側検定です。





対照群 投与群
1 153 153
2 153 146
3 152 138
4 156 152
5 158 140
6 151 146
7 151 156
8 150 142
9 147

分子の自由度 9 10 153
分母の自由度 7 n 8 10
F 比 4.997 平均 153.0 147.3
上側 p 値 0.023 平方和 52.0 334.1
下側 p 値 0.977 自由度 7 9
両側 p 値 0.045 平均平方 7.43 37.12

投与群 対照群
1 153 153
2 146 153
3 138 152
4 152 156
5 140 158
6 146 151
7 156 151
8 142 150
9 147

分子の自由度 7 10 153
分母の自由度 9 n 10 8
F 比 0.2 平均 147.3 153.0
上側 p 値 0.977 平方和 334.1 52.0
下側 p 値 0.023 自由度 9 7
両側 p 値 0.045 平均平方 37.12 7.43

F 検定
 F検定における F 比の分子と分母

F 検定において、２群の平均平方を、分子と分母のどちらにするかは自由
F 比は逆数になり、上側 p 値と下側 p 値が入替る
両側 p 値は変わらない

片側検定の場合には、
右片側検定か左片側検定か
注意が必要

22

p.143

表示 3.3.1 分散の違いの検定

位置を交換

4.997 の逆数

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　F 比を計算するとき，どちらの平均平方を分母に取るか、分子に取るかは自由です。
　右側に示した表示 3.3.1 の対照群と投与群の位置を交換して、左側のようにして計算すると、F 比は逆数になり上側 p 値と下側 p 値が入替りますが、両側 p 値は変わりません。
　片側検定の際は、右片側検定か左片側検定かを選択する際に注意が必要です。



F 検定
 F検定における F 比の分子と分母

F 検定において、２群の平均平方を、分子と分母のどちらにするかは自由
通常、分子の添え字が１、分子の添え字が２
分子の自由度を第１自由度、分母の自由度を第２自由度と呼ぶ

このテキスト、配布されているExcelファイルでは、混在しているので注意

Excel関数の引数 ：F.INV（下側確率, 分子の自由度、分母の自由度）
F値の表示は、 ： F（分子の自由度、分母の自由度；上側確率） ← 自由度の順番に注意

従来のテキストでは、F比を１よりも大きくするために、平均平方の小さい方を分母にした
（F 分布の確率の数値表が上側確率しかなかったための便宜的な対応）
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𝐹𝐹 =
𝑉𝑉1
𝑉𝑉2

𝐹𝐹 =
𝑉𝑉2
𝑉𝑉1

p.143

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　F比を計算するとき，どちらの平均平方を分母に取るか、分子に取るか、このテキストと配布されている Excel ファイルでは、混在しているので注意してください。
　Excel 関数の引数では、FDIST（x, 分子の自由度、分母の自由度）、F 値の表示は F（分子の自由度、分母の自由度；上側確率）となり、自由度の順番は分子が最初になっています。したがって、分子の方を添え字の 1、分母を 2 にした方が覚えやすいかもしれません。テキストの143ページではその逆になっていますので、注意してください。
　また、従来の統計のテキストでは，F 比を1 より大きくするために，平均平方の小さい方を分母としてF 比を求めるようになっています。これは、F 分布の確率の数値表が上側の確率だけだったための便宜的な方法です。現在はF 分布の確率が簡単に計算できるため，このような制約はなく、分子と分母のどちらにするかは自由です。�



（2） Leveneの検定

Levene の検定：Levene (1960)
Brown-Forsytheの検定：Brown and Forsythe (1974)

24

p.143

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次は、Levene の検定です。より頑健性を高めた方法として Brown-Forsythe の検定 かあります。



ばらつきの表し方
ばらつき 偏差＝観測値－平均値
F検定 平均平方（偏差平方和／自由度）
Levene の検定 偏差の絶対値

Leveneの検定

25

p.143

注）偏差=観測値－母平均
残差=観測値－試料平均

ここでは区別しないで偏差と
している

平均値
の差は小

平均値
の差は大

ばらつき
の差は小

ばらつき
の差は大

平均値
の差は大

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　ばらつきの大きさは，個々の値と平均値の差，すなわち，偏差から求められます。ばらつきが大きいほど偏差は大きくなります。ここで、テキストでは偏差としていますが、偏差というのは母平均値との差で、試料平均との差は残差という用語があります。ここでは、残差の意味で「偏差」としています。
　F 検定では、偏差の2 乗を合計して自由度で割る平均平方を使いました。一方、偏差の絶対値を用いてばらつきを考えることもできます。その方法が Levene の検定です。
　具体的には、偏差について平均値の差の t 検定を行います。左の二つのグラフは、左が観測値、その右が偏差の絶対値をプロットした図です。２群の間でばらつきの差が少ない場合、その偏差の絶対値は同じような値になり、平均値の差は小さくなります。一方、右の図のように、２群の間にばらつきの差が大きいと、その偏差の絶対値の平均値にも差が生じます。この平均値の差でばらつきの差を判断しようという方法です。



Levene の検定
Levene の検定の計算方法

片側 p 値 =T.DIST.RT(2.401, 16)= 0.014
両側 p値 =T.DIST.2T(ABS(2.401), 16) = 0.029
帰無仮説を棄却、母分散の違いは有意
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𝑉𝑉 =
𝑆𝑆1 + 𝑆𝑆2

𝑛𝑛1 + 𝑛𝑛2 − 2
=

20.0 + 88.1
8 + 10 − 2

=
108.1

16
= 6.756

𝑠𝑠. 𝑒𝑒. =
1
𝑛𝑛1

+
1
𝑛𝑛2

𝑉𝑉 =
1
8

+
1

10
× 6.76 = 1.23

𝑡𝑡 =
𝑥̅𝑥2･ − 𝑥̅𝑥1･ − 0

𝑠𝑠. 𝑒𝑒.
=

4.96 − 2.00
1.23

= 2.401

表示 3.3.3 Leveneの検定

p.143

対照群 投与群
1 0.0 5.7
2 0.0 1.3
3 1.0 9.3
4 3.0 4.7
5 5.0 7.3
6 2.0 1.3
7 2.0 8.7
8 3.0 5.3
9 0.3

10 5.7
n 8 10
平均 2.00 4.96 2.96

平均値の差の有意差検定 平方和 20.0 88.1 108.1
t 2.401 自由度 7 9 16
p値(片側) 0.014 * 平均平方 2.86 9.79 6.76
p値(両側) 0.029 * 平均値の差の標準誤差 1.23

偏差＝観測値－平均値
の絶対値

（3.2.1）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　表示3.3.3を表示します（操作）。
　表示3.3.1の偏差の絶対値と、その平均値の差の t 検定の結果です。前節で説明した計算過程なので、詳細は省略します。2 つのサンプルの平方和と自由度から共通の平均平方 V を求め、 6.756 を得ます。標準誤差 s.e. は 1.23 です。平均値の差を s.e. で除して t 値は 2.401 です。両側 p 値が 0.029 なので、2 群のばらつきには有意な差のあることが分かります。



Levene の検定
F 検定と Levene の検定

統計量の計算に用いる値
F 検定  ：偏差の２乗から計算
Leveneの検定 ：偏差の絶対値から計算

特徴
F 検定
偏差の２乗和を使用するので、外れ値の影響が大きい

Leveneの検定
偏差の絶対値の平均値について t 検定、F 検定に比べて，外れ値の影響を受け難い．

（この関係は、平均値と中央値との関係に似ている（§ 2.1(7)「頑健性」参照））
Leveneの検定は、正規分布に近い場合、F検定より感度が落ちる

正規分布を満たさないと思われるデータに関しては Leveneの検定検定が推奨される．
→ Levene の検定は３水準以上のばらつきの比較に拡張（第2部）
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𝐹𝐹 =
𝑉𝑉2
𝑉𝑉1

=
�∑ 𝑥𝑥2𝑖𝑖 − 𝑥̅𝑥1 2
𝜈𝜈2
�∑ 𝑥𝑥1𝑖𝑖 − 𝑥̅𝑥1 2
𝜈𝜈1

𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖′ = 𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖 − 𝑥̅𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖

p.143

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　F 検定は偏差xij − xi. の2 乗の和を使っているのに対して，Levene の検定は偏差の絶対値の和を使っています。もしデータに外れ値が含まれているとき，偏差の2 乗を用いるF 検定はその影響を強く受けます。一方、Levene の検定は外れ値の影響を受け難いという利点があります。この関係は，「平均値」と「中央値」の関係と似ています。§ 2.1(7)の「頑健性」で説明しました。
　この Levene の検定は3 組以上のばらつきの比較にも拡張されます。それは、第2部で再び取り上げます。



Levene の検定（補足）
Levene の検定とBrown-Forsytheの検定
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表示 3.3.3 Leveneの検定
対照群 投与群

1 0.0 5.7
2 0.0 1.3
3 1.0 9.3
4 3.0 4.7
5 5.0 7.3
6 2.0 1.3
7 2.0 8.7
8 3.0 5.3
9 0.3

10 5.7
n 8 10
平均 2.00 4.96 2.96

平均値の差の有意差検定 平方和 20.0 88.1 108.1
t 2.401 自由度 7 9 16
p値(片側) 0.014 * 平均平方 2.86 9.79 6.76
p値(両側) 0.029 * 平均値の差の標準誤差 1.23

対照群 投与群

1 0.5 6.5
2 0.5 0.5
3 0.5 8.5
4 3.5 5.5
5 5.5 6.5
6 1.5 0.5
7 1.5 9.5
8 2.5 4.5
9 0.5

10 6.5
n 8 10
平均 2.00 4.90 2.90

平均値の差の有意差検定 平方和 22.0 100.4 122.4
t 2.210 自由度 7 9 16
p値(片側) 0.021 * 平均平方 3.14 11.16 7.65
p値(両側) 0.042 * 平均値の差の標準誤差 1.31

Brown-Forsytheの検定

|観測値－平均値||観測値－中央値|

中央値を用いる事で、
頑健性がより高くなる
場合によって検出力の
低下もある

中央値からの
平均絶対偏差

平均からの
平均絶対偏差

p.143

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　Levene の検定で、平均値を中央値に置き換えた方法を Brown-Forsythe の検定といいます。
　右の表示 3.3.3 では、観測値と平均値の差の絶対値を用いました。観測値から平均値をひいて絶対値を取った値から統計量を計算します。JMP では、この平均 2.00 と 4.96 を「平均からの平均絶対偏差」と表示されています。
　左のように、観測値と中央値の差の絶対値を用いる方法が Brown-Forsythe の検定です。観測値から中央値をひいて絶対値を取った値から統計量を計算します。JMP では、この平均 2.00 と 4.90 を「中央値からの平均絶対偏差」と表示されています。
　両側 p 値は、Levene の検定が 0.029、Brown-Forsythe の検定が 0.042 です。 
　平均値の代わりに中央値を用いることで、頑健性がより高くなりますが、場合によっては検出力の低下もあるようです。



（3）JMPによる等分散の検定
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p.144

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　ここまで Excel で行ってきことを、JMP で行います。



JMP ［等分散性の検定］
JMPファイルの読み込み、［二変量の関係］の起動

JMPファイル「3-2群1.jmp」の読み込み

トップメニュー［分析］＞［二変量の関係］

30

p.144

対照群 投与群

1 153 153
2 146 153
3 138 152
4 152 156
5 140 158
6 146 151
7 156 151
8 142 150
9 147

10 153

表示 3.3.1 分散の違いの検定

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　JMPを立ち上げて、JMP ファイル「3-2群1.jmp」を読み込みます（操作）。
　表示3.3.1 の対照群と投与群の体重のデータが縦に並べられています。
　トップメニューから、［分析］＞［二変量の関係］を選択し、ダイアログボックスに「観測値」と「群番号」を設定して、実行します（操作）。��



JMP ［等分散性の検定］
［二変量の関係］

▼＞［等分散性の検定］
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p.144

点グラフ

表示 3.3.4 JMP による等分散性の検定

サンプルの標準偏差
母標準偏差の推定値

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　
　［二変量の関係］で点グラフが得られます。このオプションメニューから▼＞ [等分散性の検定] を実行します（操作）。
　表示 3.3.4 の結果が得られ、サンプルの標準偏差のグラフ、その下に検定統計量が出力されます。
　サンプルの標準偏差は母標準偏差 シグマの推定値です。




Excelの結果との比較
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JMP ［等分散性の検定］

平均値の差の有意差検定
t 2.401
p値(片側) 0.014 *
p値(両側) 0.029 *

分子の自由度 9
分母の自由度 7
F 比 4.997
上側 p 値 0.023
下側 p 値 0.977
両側 p 値 0.045

表示 3.3.3 Leveneの検定表示 3.3.1 分散の違いの検定

p.144

中央値の差の有意差検定
t 2.210
p値(片側) 0.021 *
p値(両側) 0.042 *

Brown-Forsytheの検定

Levene の検定での平均値
|観測値－平均値|

Brown-Forsythe の検定での平均値
|観測値－中央値|

自由度 ν の t 分布の２乗値は、
自由度（1, ν）の F 分布と一致（p.187）

Brown-Forsythe 2.2102 = 4.88 
Levene                  2.4012 = 5.76

検証的な解析では
採用する検定法は実験前に選択しておく
結果を見てから採用するのではない

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　［平均からの平均絶対偏差］は、観測値と平均値の差の絶対値について計算した２群の平均値です。
　［中央値からの平均絶対偏差］は、観測値と中央値の差の絶対値について計算した２群の平均値です。
　いずれも、先ほどのスライドで示した Excel の結果と一致しています。



Excelの結果との比較
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JMP ［等分散性の検定］

自由度 ν の t 分布の２乗値は、
自由度（1, ν）の F 分布と一致（p.187）

Brown-Forsythe 2.2102 = 4.88 
Levene                  2.4012 = 5.76

検証的な解析では
採用する検定法は実験前に選択しておく
結果を見てから採用するのではない

平均値の差の有意差検定
t 2.401
p値(片側) 0.014 *
p値(両側) 0.029 *

分子の自由度 9
分母の自由度 7
F 比 4.997
上側 p 値 0.023
下側 p 値 0.977
両側 p 値 0.045

表示 3.3.3 Leveneの検定表示 3.3.1 分散の違いの検定

p.144

中央値の差の有意差検定
t 2.210
p値(片側) 0.021 *
p値(両側) 0.042 *

Brown-Forsytheの検定

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　JMP の出力で、ブルー枠の「Levene」、オレンジ枠の「Brown-Forsythe」、グリーン枠の「両側 F 検定」の p 値は、上段に示した Excel の結果と一致しています。
　ブルー枠の Levene の検定の F 比 5.7645 は表示3.3.3 の t=2.401 の2 乗と一致します。オレンジ枠の Brown-Forsythe の検定の F 比 4.8860 は、オレンジ枠の t=2.21 の 2 乗と一致します。テキストの p.187 に説明があるように、自由度 ニューの t 分布の２乗値は、自由度（1, ニュー）の F 分布と一致します。
　Brown-Forsythe の検定、Levene の検定、両側 F 検定のほかに 2 つの検定方法による結果が求められていますが，それらの方法の説明は省略します。
　なお、探索的な解析では検定方法を選定するために p 値を比較して手法の比較をする場合も考えられます。あるいは、等分散であるか否かを確認するために、複数の検定法の結果を参考にする場合もあるかもしれません。一方、検証的な解析では事前に検定方法と有意水準を決めておく必要があります。検定結果を見比べて都合のいい結果の統計手法を選択することは適切ではありません。



補足
分散の違いの検定、等分散の検定、等分散性の検定

帰無仮説(H0)：「2群間の分散に差がない」、対立仮説(H1)：「2群間の分散に差がある」
検定の結果、「帰無仮説を棄却して対立仮説を採択」or「帰無仮説は棄却されない」（§ 1.4）

 

この検定で帰無仮説が棄却されなくても、直ちに等分散性が保証されたわけではない
サンプルサイズが小さい場合、ばらつきに差があっても、それを検出できない場合がある
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2 群のバラツキに
差がありそう

分散に
有意差は

検出されない
（α=0.05）

p.144

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　ここで説明してきた統計手法は、「分散の違いの検定」、「等分散の検定」、「等分散性の検定」などと言われます。
　この検定の帰無仮説(H0)は「2群間の分散に差がない」、対立仮説(H1)は「2群間の分散に差がある」です。「統計的推測」のところで説明したように、検定の結果は、「帰無仮説を棄却して対立仮説を採択する」か、「帰無仮説を棄却しない」です。
　仮に帰無仮説が棄却されなかった場合、直ちに対立仮説が正しいという結論には至りません。つまり、等分散性が保証されたわけではありません。下の例のように、サンプルサイズが小さい場合、ばらつきに差がありそうな事例でも、それを検出できないこともあります。

https://mkkmkk.com/wp-content/uploads/Green1-1-4.pdf


まとめ

２組のデータが得られたとき，分散の違いを検証する方法

F 検定 「観測値と平均値の差（偏差）の2 乗」を用いる
母集団が正規分布に従うことを前提としている

Levene の検定 「観測値と平均値の差（偏差）の絶対値」を用いる
Brown-Forsytheの検定 「観測値と中央値の差の絶対値」を用いる

正規性からの逸脱に対して頑健
外れ値の影響を受け難い
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p.145
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